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［書評］ Getting To Yes In Korea

米ボストン大学の政治学教授がオバマ政権2年目
に入った時点で、ブッシュ前政権までの米朝外交交
渉の略史をまとめ、政策提言をしている。

筆者は米コロンビア大で国際関係論により博士
号を取得、バルト3国など共産主義体制後の旧ソ
連圏を主に研究対象として15冊以上を刊行した。
米外交の中で北朝鮮がどう扱われ（あるいは無視
されて）きたかを、219ページ、13章にまとめてい
る。米国務省などで実際に北朝鮮と交渉・接触した
り、朝鮮問題に関心を特化させたりした「朝鮮問題
専門家」でないことが、本書が複眼的視点を持って
いる理由だ。

北朝鮮との協議を、軍縮中心の旧ソ連との外交
交渉、核開発疑惑と人権をめぐるリビアとの交渉と
並べながら比較検討している。石油や天然ガスが
豊富なロシアやリビアと違い、北朝鮮には国際市場
向け資源が乏しい。これが北朝鮮の孤立につながる
半面、米国産穀物を求めるソ連・ロシアや、原油の
対米輸出を図るリビアに対して米側が持っていた経
済依存関係絡みの「圧力カード」が北朝鮮には使え
なくなっているという（もちろん中国からの支援が大
きいこともある）。

リビアの最高指導者カダフィ元大佐が核兵器開
発計画を放棄したことを本書は高く評価している。

だが本書刊行の1年4カ月後に当たる2011年11
月、米欧は北大西洋条約機構（NATO）の枠組み
を利用しつつ、国際世論の独裁者批判を追い風と
して、ハードとソフトパワーでリビアを攻撃してダフィ
元大佐を国内の逃亡先で殺害した。これが「先軍
政治」を掲げる北朝鮮最高指導層の警戒心をさら
に高めることになったのは言うまでもない。「核兵器
を放棄したから排除されてしまった」という受け止め
方である。大量破壊兵器の開発疑惑を理由の一つ
として米軍が介入後、イラク国内の逃亡先で拘束さ
れ処刑されたフセイン元大統領の例も、北朝鮮は忘
れてはいない。

著者に称賛された外交的成果「リビア・モデル」

は、カダフィ氏殺害
で逆に、核兵器を放
棄できないさらなる
根拠を北朝鮮に与え
ることになった。

筆者が第1章でい
みじくも指摘したよう
に、こうなるはずだ、
こうあるべきだという
「理想主義（アイデアリズム）」と、実際どう動いて
いるかを最優先する「現実主義（リアリズム）」のバ
ランスをとって将来を予測することは難しい。相手
側の価値観を十分に理解した上で、自分たちが絶
対に譲れない部分を明確にしながら双方に利を生む
妥協をまとめる必要性を筆者は強調する。それに異
論はないが、問題は相手の価値観の理解度だろう。
心理、感情面まで含めてどこまで相手側の立場をく
み取れるかだ。その意味で筆者のリビア・モデル過
大評価は、やや理想主義に偏した嫌いがある。

北朝鮮の核問題を外交的に解決していくには、相
手の価値観を理解し相互の「信頼醸成」を高めて
いけるかどうかが問われる（食糧援助の再開とウラ
ン濃縮作業の停止の引き替え合意は、北朝鮮の長
距離弾道ミサイル試射強行で立ち消えた）。

この意味で本書は、一般的な米国知識人が北朝
鮮をどう理解しているかを、良くも悪くもそのまま反
映しているように思える。提言の時期から時がたっ
て再び米大統領選挙を迎える。オバマ民主党政権
の2期目入りにせよ、再び共和党政権に戻るにせよ、
次期大統領は本書のような米知識層の認識の上に
立ち新たな政策を模索することになる。
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前半は主に東アジア近代史の中での朝鮮半島の

位置付けの分析に充てられている。中国の影に隠
れていた立場から対外的な圧力に直接さらされるよ
うになった（第2章）、日本植民地統治を米政府は黙
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認し世界各地での民族自決要求にも何の行動も起
こさなかった（第3章）、ルーズベルト大統領は現実
主義外交路線をとりソ連のスターリン首相の支持確
保で第2次世界大戦に連合国が勝利するため朝鮮
やバルト諸国を犠牲にした（第4章）。

第5章は「いかにして北朝鮮は（核）爆弾を手に
入れたか」。冷戦終結後に公開された旧ソ連、東欧
諸国の公文書などを使いながら、北朝鮮が約50年
前から核兵器技術の獲得に努力してきた事実を列
挙し、ソ連など同盟諸国が北朝鮮の要請に応じよう
としなかった様子を記述している。

共産主義同盟諸国は、北朝鮮が核兵器を保有す
れば自分たちを脅す道具に使う可能性が出てくるだ
けでなく、国際平和を脅かす挑発行動につながりか
ねないと懸念した。ソ連から核技術供与を拒まれた
北朝鮮は、東欧諸国に目を向けたが成功せず、結
局はパキスタンに依存したとされる。

著者は北朝鮮の「自力更生」路線と「国際支援
の欠如」を結びつける論議を展開する。国際支援を
得られない状況だったから自力更生に走ったという
のだ。この点は論議の的となっていきそうだ。

技術に色は付いておらず軍事攻撃用と平和的民
間利用は相互に乗り入れ利用でき、切り分けるのは
難しい。長距離弾道ミサイル試射（資源調査などを
目的とする人工衛星打ち上げとして実施することも
可能だ）、核兵器製造（原子力発電）の技術開発が、
まさこの両用開発だ。さらに、開発配備済み「既存
大国」と、そうでない「新興小国」の角逐もある。イ
ンド、パキスタンやイスラエルの「核クラブ」入りを
黙認しておいて新参者をはねつける「二重基準」を
北朝鮮やイランは非難する。

ここでも相手側の「意図」、信頼に足るかどうか
の判断が焦点となる。国際支援があろうとなかろう
と北朝鮮はもともと核兵器や長距離ミサイルを保有
する決意で出発しており、「自力更生」は言い訳でし
かないと見る向きもあろう。この立場では、国連宇
宙条約を挙げて国際機関に人工衛星打ち上げと落
下物危険水域を事前通告したと平和性を訴えた北
朝鮮の動きも、単なる「偽情報の流布」となる。ま
た外遊先で「米国の『核の傘』がわが国に及ぶなら
ば核兵器は必要なくなる」と北朝鮮要人が発言した
との報道も「攪乱戦術」とされよう。

軍事面にまして重要なのは経済面での意図の評
価だ。北朝鮮経済は苦境打開に迫られているが、当

局者は社会主義中央統制経済の堅持、「改革開放」
拒絶姿勢を続けている。国際的あるいは二国間の
経済支援が、北朝鮮の強権支配体制の維持に使わ
れるだけではないのかという「食い逃げ」疑念は、
米国だけでなく韓国の李明博政権にも強い。日朝国
交正常化の一定の段階で一定規模の経済支援を
約束するはずの日本にとっても大切な点だ。

以下、米中国交正常化を実現させたキッシン
ジャー・周恩来の秘密接触（第6章）、文化的背景
の差異を乗り越える外交的課題（第7章）、クリント
ン時代のカーター元大統領と金正日総書記の会談
結果（第8章）、ブッシュ米大統領時代の米朝接触

（第9章）、ハードよりソフトな外交を（第10章）、最
悪シナリオを回避するために（第11章）、強権主義
体制国家にオバマ大統領はどう対応すべきか（第
12章）、北朝鮮と合意に到達できるのか（第13章）
と本書は進んでいく。

北朝鮮との協議で何を主要目標とするかで米国
内では「軍縮派」と「人権派」が対立していると筆
者は指摘する。非核化など軍縮を前面に立てれば
人権侵害の改善は後延ばしになり、逆に人権向上
を強く求めれば軍縮が遅れるというジレンマがある
という。この点については、従来から米国務省内で
軍縮管理担当官と地域問題担当官が北朝鮮への対
応で足を引っ張りあってきたとされ、長期的な方向
が定まっていない点が批判されてきた。

筆者はニクソン・毛沢東など米大統領が異なった
政治体制トップと行った首脳会談をかなり前向きに
評価している。平和を確固たるものにするためには、
民主主義国の最高責任者は強権支配国のトップと
交渉する用意がなくてはならない、と強く主張する。
歴史や道徳について説教するためではなく、利益を
上げていけるという展望を示すため米大統領が会
う必要があるとしている。この本は金正日総書記死
去前に書かれているが、オバマ・金正日会談を期待
していたような印象を受ける。

同書刊行の1年半後に金正日総書記は死亡、三
男の金正恩氏はこの5カ月間に軍、党、国家の最高
指導者に速いペースで上り詰めた。しかし最も近い
関係にある中国との首脳会談がまだ実現の運びと
なっていないことと、12月に米大統領選挙があるこ
とを考えると、順当に考えれば米朝首脳会談が実現
するのは来春以降となるはずだ。しかし水面下での
準備が進んでいく可能性は排除できない。 （編集部）
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＊会員の申し込み＊

◎会員（年間）
《個人会員》 1口5千円
《法人・団体会員》 1口5万円

◎特典
会員は定期刊行物「東アジアレ
ビュー」の配布を受け、その他の
刊行物について特別割引、当研
究所が開催するシンポジウム・セ
ミナー参加、また委託調査事業に
おいて優遇を受けることができます。

◎ 会員の申し込みは、所定の申込用
紙をFAXにてお送りください。
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編集後記

パーマ屋スミレ
大学時代の同級生が出演しているというのでNHK

のBSプレミアムシアターで演劇「パーマ屋スミレ」を
見た。3月に新国立劇場の公演に出かけようと思って
いたのだが、人気が高くて切符が手に入らなかった。
九州の炭鉱町の人間模様を描く時代設定は1960年
代中半、ちょうど筆者らが東京で大学生活をおくって
いたころだ。石炭産業が衰退する中で町を去らねば
ならなくなった人々の姿に、地震と津波、原発事故の
被害を受けた福島、茨城の人々が重なって見えた。

舞台は小さな町の美容院。空色の塗装がはげかけ
たオート三輪車が、人や荷物を乗せてバタバタという
音を響かせながら時たま行き来する。「ALWAYS三丁
目の夕日」的なレトロな雰囲気だ。でもお話は深刻で、
美容師は在日韓国人の働き者だが、旦那が炭鉱の爆
発事故に巻き込まれて一酸化炭素中毒症に。美容師
の妹の連れ合いも炭鉱で同じ病気に冒される。この
町は「アリラン峠」と呼ばれる在日韓国人共同体。夢
を抱いて北朝鮮渡航へ出発しようとする青年を、美容
師の旦那が止めようとして殴り合いの大げんかも起き
る。そして住民は一人、そして一人と町を去って行く…。

作・演出の鄭義信（チョン・ウィシン）は、登場人物
に吉本興業的な派手な身振りを繰り返させ、笑いを
誘って舞台が暗くなるのを救っていた。

久しぶりに帰郷した妹が連れ合いを伴っていない
ので尋ねる。「痛さに耐えきれない、殺して楽にして
くれと言われて…」—。絶句するみんな。

原発事故で昨年7月に避難先から福島県川俣町に
一時帰宅した50歳代後半の女性が自殺した。遺族が
東電に損害賠償を求める訴訟を最近に起こしたと新
聞の社会面に小さなニュースが載っている。 （作）

オリンピックと核開発
イランの核問題を巡るイスラエルとアメリカの対応を、

世界は固唾をのんで見守っている。「核兵器製造能力を
持つ前に攻撃すべきだ」と強調するネタニヤフ首相に対し、
外交的解決を目指すべきとするオバマ大統領だが、「いか
なる選択肢も排除しない」と軍事力行使の道も否定して
はいない。おまけに「イスラエルは4月から6月の間に攻
撃する可能性あり」（パネッタ米国防長官）といった発言
まで飛び出すと、こちらとしてはただ無事を祈るばかりだ。

話は変わって明るい話題を。もうすぐオリンピック。
開催地が昔暮らしたロンドンなので、今から行くのが楽
しみだ。そこで思い出したのは、第7回アジア競技大会
である。1974年、場所はテヘランだった。僕もY新聞取
材団の一員として現地で仕事をしたが、当時のイランは
シャー（パーレビ国王）の絶頂期。イスラエルともアメリ
カとも友好関係にあった。かつて取材に当たったバンコ
ク大会などに比べると、テヘランでは総ての点で桁違い
にぜいたくだったことが忘れられない。潤沢な選手育成
費のおかげか、イランは金メダル36個を獲得、2位とい
う好成績を収めた。ちなみに1位は日本（金75）、3位は
初参加が実現した中国だった。

あれから20年後の第12回大会（広島）。この間、イラ
ンではホメイニのイスラム革命が起き、パーレビは国外
に亡命して客死、そして隣国との“イライラ戦争”（イラン・
イラク戦争）……。もうスポーツどころではなくなってし
まった。その結果、金メダルはわずか9個に激減したの
である。

アジア大会を成功させた国王は次にオリンピック開催
を目指していたが、現在の政権は核開発に一生懸命だ。
同じ国でも統治者によってこうも変わるものなのか、改
めて思い知らされる。 （清）


